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●
主
催
…
大
田
原
市
く
ら
し
の
会
、
栃

木
県
生
活
衛
星
同
業
組
合
協
議
会

問
申
く
ら
し
情
報
館

　
（
４
７
）７
３
７
９

※
開
館
日
は
、
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
猫
を
飼
お
う
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
猫
に
よ
る
苦
情
・
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
次
の
４

つ
の
点
に
気
を
配
り
、
正
し
い
飼

い
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
室
内
飼
育
…
外
で
飼
っ
て
い
る

猫
は
、
糞
尿
な
ど
で
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
外
で
飼
う
と
、
交
通

事
故
に
あ
っ
た
り
、
感
染
症
な

ど
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
室
内
で
飼
う
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

②
首
輪
や
名
札
の
装
着
…
室
内
飼

い
の
猫
で
も
不
意
に
外
へ
出
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
首

輪
や
名
札
を
付
け
て
い
な
い

と
、
周
り
か
ら
見
た
と
き
に
飼

い
猫
か
野
良
猫
か
の
判
断
が
つ

き
ま
せ
ん
。
万
が
一
の
こ
と
を

考
え
て
、
首
輪
や
名
札
を
つ
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

③
避
妊
・
去
勢
手
術
…
猫
は
年
に

複
数
回
発
情
期
が
あ
り
、
１
回

の
出
産
で
４
～
８
頭
の
子
猫
を

生
む
た
め
、
手
術
を
し
な
い
と

子
猫
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。
手
術
に
よ
り
生
殖
器

官
な
ど
の
病
気
の
予
防
も
期
待

で
き
ま
す
の
で
、
望
ま
な
い
繁

殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

市
で
は
猫（
メ
ス
）の
避
妊
手
術

費
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
責
任
の
あ
る
飼
い
方
…
き
ち
ん
と

し
た
し
つ
け
を
し
、
責
任
を
持
っ

て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
増
え
す
ぎ

た
猫
を
捨
て
た
り
、
飼
う
意
思
が

な
い
の
に
野
良
猫
に
餌
を
あ
げ
た

り
す
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

猫
を
思
う
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す

が
、
無
責
任
な
飼
い
方
は
周
り
の

迷
惑
と
な
り
ま
す
。
一
度
世
話
を

し
た
ら
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
市
で

は
飼
い
猫
の
引
き
取
り
お
よ
び
野

良
猫
の
収
容
な
ど
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
自
宅
へ
の
野
良
猫
被
害
の

対
策
と
し
て
は
、
猫
の
通
り
道
や

す
み
か
に
臭
い
の
強
い
も
の
を
散

布
し
た
り
、
足
場
を
悪
く
し
た
り

し
て
、
猫
の
嫌
が
る
環
境
を
作
る

工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
避
妊
手
術
費
補
助
金
に
関
す
る

こ
と
】

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
８
３
２

【
猫
の
飼
い
方
に
関
す
る
こ
と
】

問
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

　

従
来
の
取
得
方
法
に
加
え
、
窓

口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取
得

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
す
る

に
は
登
録
が
必
要
と
な
る
た
め
、

初
回
の
み
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
印
鑑
登
録
証
を
ご
本
人
が
窓
口

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
で

取
得
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
は
な
く
同
様
に
印

鑑
登
録
証
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
７
５
２

　

葬
儀
が
持
つ
本
来
の
意
味
合
い

を
再
確
認
し
つ
つ
、
最
適
な
葬
儀

選
び
が
で
き
る
よ
う
な
準
備
、
考

え
方
を
お
話
し
し
ま
す
。

●
日
時
…
３
月
７
日（
木
）午
後
２

時
～
３
時
30
分

●
場
所
…
本
庁
舎
１
階
１
０
１
市

民
協
働
ホ
ー
ル

●
内
容
…
終
活
に
つ
い
て
の
講
演

お
よ
び
質
疑
応
答

●
演
題
…「
人
生
の
し
め
く
く
り

終
活
に
向
け
て
…
～
今
ど
き
の

お
葬
式
事
情
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
～
」

●
講
師
…
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合

連
合
会
事
務
局
長　

南  

正
毅 

氏

●
対
象
…
現
在
終
活
を
考
え
て
い

る
方
、
こ
れ
か
ら
終
活
を
考
え

て
み
よ
う
と
思
う
方

●
費
用
…
無
料

●
定
員
…
20
名（
先
着
順
）

※
市
民
、
那
珂
川
町
民
を
優
先
。

●
申
込
方
法
…
２
月
15
日（
金
）午

前
８
時
30
分
よ
り
電
話
で
申
し

込
み
。

問
申
生
活
環
境
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
８
３
２

●
日
時
…
２
月
27
日（
水
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

●
場
所
…
ト
コ
ト
コ
３
階
中
会
議

室
●
内
容
…
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
出

す
と
き
の
注
意
点
、
取
り
扱
い

の
注
意
点
な
ど
の
日
常
生
活
に

役
に
立
つ
情
報
の
講
話
会

●
定
員
…
15
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
…
２
月
20
日（
水
）ま

で
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

２
月
は
正
し
い
猫
の
飼
い
方

強
調
月
間
で
す

本

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
講
座

「
終
活
」セ
ミ
ナ
ー

本

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者
と
の
消
費

者
懇
談
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

窓
口
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す

本

※市民サービス向上につなげるため、有料公告を掲載しています。

Http://www.kenmoku-school.com
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●
補
助
金
の
額
…
契
約
業
者
が
市

内
の
場
合
40
万
円（
市
外
の
場

合
は
20
万
円
）

●
建
物
の
要
件
…
▼
市
内
に
平

成
30
年
4
月
1
日
以
降
に
建
築

契
約
お
よ
び
完
成
取
得
し
た
住

宅
▼
居
住
部
分
の
床
面
積
が

１
７
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
あ

り
、
居
室
の
数
が
4
室
以
上
あ

る
も
の

●
申
請
者
な
ど
の
要
件
…
▼
三
世

代
住
宅
に
住
む
所
有
者
ま
た
は

共
有
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
申
請

時
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
の
方

▼
申
請
者
を
含
め
親
子
孫
が
同

居
し
て
い
る
こ
と（
孫
に
あ
た

る
者
の
年
齢
が
補
助
金
申
請
時

に
小
学
校
6
年
生
ま
で
で
あ
る

こ
と（
胎
児
を
含
む
））▼
市
税

等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
そ
の
他
…
申
請
額
が
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
、
補
助
金
の
受

付
は
終
了
。

申
問
建
築
住
宅
課　

本
５
階

　
（
２
３
）８
７
２
４

【
主
な
回
収
品
目
は
広
報
お
お
た

わ
ら
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

●
日
時
…
２
月
16
日（
土
）午
前
９

時
～
正
午

●
回
収
場
所
…
Ａ
別
館
前
駐
車
場

●
対
象
…
市
内
在
住
の
方

●
持
ち
物
…
住
所
確
認
の
で
き
る

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）。

※
回
収
場
所
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。訪
問
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

小
型
家
電
の
中
に
は
、
回
収
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
は
、
灯

油
タ
ン
ク
と
本
体
底
部
の
灯
油

も
完
全
に
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

※
乾
電
池
・
小
型
充
電
式
電
池

（
バ
ッ
テ
リ
ー
）は
取
り
外
せ
な

い
小
型
充
電
式
電
池
は
分
解
し

た
り
無
理
に
外
そ
う
と
し
た
り

せ
ず
に
、
持
ち
込
み
の
際
に
職

員
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
７
０
６

●
受
付
日
時
…
毎
週
水
・
土
曜
午

前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
30
分

※
12
月
30
日
～
１
月
２
日
お
よ
び

国
民
の
祝
日
を
除
く

●
対
象
…
市
内
在
住
の
方

●
料
金
…
10
㎏
あ
た
り
１
０
０
円

（
30
㎏
以
下
の
場
合
は
無
料
）

※
事
前
に
許
可
を
得
た
事
業
系
枝

木
は
、
10
㎏
あ
た
り
２
０
０
円

※
枝
木
の
収
集
、
チ
ッ
プ
の
配
達

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
受
入
れ
可
能
な
枝
木
…
市
内
の

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
、
太
さ

が
15
㎝
ま
で
の
枝
木

※
竹
は
幹
を
割
っ
て
か
ら
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
シ
ュ
ロ
の
木
、
根
や
枝
が
は
ら

わ
れ
て
い
な
い
も
の
、
泥
や
石

が
混
入
し
て
い
る
も
の
、
腐
っ

て
い
る
も
の
、
杭
や
建
設
廃
材

な
ど
は
お
持
ち
帰
り
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
大
田
原
市
緑
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

施
設

　
（
５
４
）０
９
２
１

問
生
活
環
境
課　

本
２
階

　
（
２
３
）８
７
０
６

●
科
目
名
…『
郷
土
論
』

●
日
時
…
４
月
11
日（
木
）～
５
月

30
日（
木
）毎
週
木
曜
午
後
１
時

～
２
時
30
分（
全
８
回
）

●
内
容
…
栃
木
県
や
大
田
原
市
の

文
化
、
歴
史
、
環
境
や
ま
ち
づ

く
り
な
ど

●
場
所
…
国
際
医
療
福
祉
大
学
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

●
定
員
…
50
名

●
費
用（
受
講
料
）…
３
０
０
０
円

●
申
込
方
法
…
２
月
25
日（
月
）

～
３
月
８
日（
金
）午
前
８
時
50

分
～
午
後
５
時
ま
で
に
左
記
窓

口
ま
た
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
用
紙
を
取
得
し
、
左

記
窓
口
へ
持
参
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み（
持
参
の

場
合
は
平
日
の
み
受
付
）

申
問
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
局
教
務
課

〒
３
２
４
‐
８
５
０
１

　

大
田
原
市
北
金
丸
２
６
０
０
‐
１

　
（
２
４
）３
２
０
９

　
（
２
４
）３
１
０
０

　

http://w
w
w
.iuhw

.ac.jp/

●
日
時
…
３
月
２
日（
土
）午
後
１
時

～
３
時
30
分（
途
中
入
退
出
可
）

●
場
所
…
国
際
医
療
福
祉
大
学　

Ｆ
棟
１
０
１
教
室（
大
講
堂
）

●
定
員
…
５
０
０
名

●
費
用（
参
加
費
）…
無
料

●
申
込
方
法
…
左
記
に
電
話
、

メ
ー
ル
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み
。

問
申
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

　

総
務
課

　
（
３
９
）３
０
６
０

　
kenkou@

iuhw
.ac.jp

　
http://hospital.iuhw

.ac.jp/

ご
家
庭
で
処
分
す
る
枝
木
を

受
け
入
れ
、
チ
ッ
プ
化
し
無

料
配
布
し
て
い
ま
す

本

小
型
家
電
イ
ベ
ン
ト
回
収
を

実
施
し
ま
す

本

国
際
医
療
福
祉
大
学
市
民
開

放
授
業
受
講
生
募
集

市
民
公
開
講
座

「
不
整
脈
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

第１部 「不整脈について学ぼう」　座長　柴   信行
講演　「不整脈ってどんな病気？」　福田   浩二

第２部

「不整脈を治そう」　座長　武田  守彦
講演１「カテーテルの治療、ここまでなおる不整
脈」　佐竹  洋之
講演２　「突然死をふせぐ、不整脈治療の進歩」
　　  高田  剛史

第３部
シンポジウム　「不整脈と思ったら」　座長　柴  信行
シンポジスト　福田  浩二、武田  守彦　
　　　　　　　高田  剛史、佐竹  洋之

三
世
代
用
住
宅
を
建
て
た
方
に
建

築
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

本

座長・講師はいずれも国際医療福祉大学病院の循環器内科専門医です。
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